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月 火 水 木 金 土 日 

     １ 

元日 

２ 

 

３ ４ ５ 

学校閉校終 

６ ７ 

冬季休業終 

８ ９ 

１０ 

成人の日 

１１  ＳＣ 

始業式 

１２ 

水曜時程 

給食始 

安全指導 

書き初め会 

１３ 

算数タイム 

書き初め会 

計測 

１４  ＳＣ 

計測 

漢字検定 

（希望者） 

１５ 

土曜授業日 

１６ 

１７ 

全校朝会 

縦割り班活動 

計測 

書き初め展始 

道徳授業地区 

公開講座 

１８  ＳＣ 

計測 

１９ 

水曜時程 

２０ 

算数タイム 

縦割り班活動 

委員会活動 

２１  ＳＣ 

避難訓練 

書き初め展終 

午前授業 

２２ 

 

２３ 

２４ 

全校朝会 

縦割り班活動 

２５  ＳＣ 

縦割り班活動 

２６ 

水曜時程 

教職員定時退勤日 

２７ 

算数タイム 

縦割り班活動 

クラブ活動 

２８  ＳＣ 

環境タイム 

２９ ３０ 

３１ 

全校朝会 

児童集会 

      

 

新年にあたり ―不易と流行― 

               校長 和田 京子 

新年明けましておめでとうございます。今年のお正月も東京は

天候に恵まれ、澄み切った青空が美しく、心まで洗われるような

清々しい気持ちになりました。 

今年は、「寅年」。「寅」という漢字には「まっすぐに伸ばす、

引っ張る」という意味があるそうです。そして、今年は「壬寅（み

ずえのとら）」という年に当たるそうで、新しい成長が始まる年

と言われているようです。 

昨年１１月には、多くの皆様にご支援いただき、開校３０周年

記念式典を行うことができました。本校にとって今年は、節目と

なった年を越し、新たなスタートの年と言えるでしょう。「壬寅

（みずえのとら）」にあやかり、これまで積み重ねてきた歴史と

伝統を受け継ぎながら、さらなる成長を目指して教育活動を進め

ていきたいと思います。 

さて、本校が新たなステージを迎えるにあたり、「不易と流行」

という言葉が頭に浮かびます。「不易」とは、どのように時代が変

わっても、変わらずに大切にしていきたい価値あるものです。「流

行」とは、その時代の移り変わりに合わせて変えていくことです。 

「不易と流行」は、学校教育においてもよく使われています。

それでは、学校教育での「不易」とはどのようなものでしょうか。

本校の教育目標にも通じますが、豊かな心を育むこと、確かな学

力を身に付けさせること、健やかな体を育むこと、つまり「徳・

知・体」をバランスよく育むことをしっかりと行っていくことだ

と私は考えます。 

一方、「流行」とはどのようなものでしょうか。持続可能な社会

への移行、ロボットや人工知能、ビッグデータ、５Ｇなどといっ

た技術革新による新たな社会の実現に向けた取組の進展など、社

会は大きく急速に変化しています。また、新型コロナウイルス感

染症の感染拡大も私たちの生活に変化をもたらしました。このよ

うな変化の中で、学校教育に求められるものが「流行」となるの

でしょう。今、取り組んでいる iPad を活用した学習もまさにその 

１月の予定 
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１つです。社会の変化により対応していくために、「主体的・対話

的で深い学び」の視点から問題解決の過程で活用していくことを

目指しています。 

ところで、「不易と流行」という言葉は、松尾芭蕉が残した言葉

の中にあります。実際には芭蕉自身が書き残したものではなく、

弟子の去来などが書いたもの中に芭蕉の言葉として残されてい

ます。それは、次の文です。 

 「蕉門に千歳(せんざい）不易の句、一時流行の句といふあり。

是二つに分けて教え給へる、其の基は一つなり。不易を知らざれ

ば基立ちがたく、流行を知らざれば風新たならず」（去来抄） 

 これを解釈すれば、「不変の価値あるものを知らなければ基礎

は確立せず、変化を知らなければ新たな進展がない」ということ

になるでしょうか。ただし、それは「不易と流行の基は一つであ

る」という考えに基づいています。 

 子供たちは、大きく、急速に変化していく社会の中で育ってい

ます。本校としても、これまで大切にしてきた「不易」を改めて

見直すとともに、学校教育に求められている「流行」を子供たち

の実態を踏まえて十分に見極めていきたいと思います。そして、

「不易」と「流行」を一体的に捉えて、それを具現化して取り組

んでいきます。どのような時代であっても、子供たちに生きる力

として身に付いていくように丁寧に指導を重ねていきたいと思

います。 

保護者や地域の皆様とは、それぞれの立場を理解し合い、お互

いに補い、助け合いながら、さらに連携を深めて子供たちを支え

育てていきたいと思います。今年も昨年同様、本校の教育活動に

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 保護者の皆様、学校評議員の皆様には、１２月に学校教育アン

ケートにご協力いただき、ありがとうございました。 ３学期を

迎え、学校は、今年度の教育活動を振り返って来年度の教育課程

を編成する準備に入りました。アンケート結果や皆様からいただ

いたご意見を参考にさせていただきます。 

丸数字は学年です。 

ＳＣはスクールカウンセラー来校日です。 

１月の生活指導目標 

礼儀正しくしよう 

礼儀の基本とは何でしょう。あるサイトに、「相手や周囲の人に不愉快な気持ちをもたせないように自己の言動を

考えること」とありました。 

学校は、様々な人と一緒に生活する場です。周囲の人の気持ちを考えて行動したり、その時々にあった言葉遣い

や挨拶をしたりすることはとても大切です。目上の人だろうと、友達同士だろうと相手のことを考え、礼儀をもっ

て接し、互いに気持ちのよい学校生活を送ることができるように指導していきたいと思います。 

ご家庭でも改めて礼儀の大切さについて話題にしてください。今年もどうぞご協力よろしくお願いします。 

（生活指導主任） 

書き初め展のお知らせ 

新学期を迎え、書き初めを通して伝統文化に触れ、書く喜びを味わ

う書き初め会。その作品を校内で展示します。道徳授業地区公開講座

にお越しの際に、ぜひご覧ください。 

 

期間：１月１７日（月）～１月２１日（金） 

場所：１～４年生（地下１階フロア） 

５・６年生（５階多目的教室とオープン） 

作品：１・２年生…硬筆  

３年生以上…毛筆 

 

 

御成門中研究発

表会に教職員参

加のため。 


